
令和 3 年度前半ユウスゲと貴重植物を守り育てる会 活動経過報告 
                                      令和 3 年 7 月 20 日  
 １ 獣害防止ネットの設置（3 月 19 日、24 日） 
    冬期間引き下げておいたネットを引き上げ、併せて破損しているネットの修繕を行った。 

３合目：5 か所、２合目：1 か所   従事者 延べ 11 名 

   
   
２ 獣害防止ネットの定期点検、補修作業（4 月以降 毎週 1～２回） 
   ニホンジカの執拗なアタックからネット内の植生を守るため、週 1～２回、設置したネットの点検

と破られている個所の補修を行った。 三合目登山道の東側の獣害ネットを一部拡張した。 
   ネット内の観察路の草刈りやササやススキの刈り払い、植物の説明板を設置した。 
          月毎の作業延べ人数 

 ４月 ５月 ６月 合 計 
作業人数 １３人 １９人 ２９人 ５１人 

   
 
３ 豊かな植生の魅力と生態系の課題に関する情報発信 

（１）「伊吹山花だより」の発行 
季節ごとの花の紹介、伊吹山の魅力、生態系の危機の現状などを記載したチラシを 4 月～7 月の
毎月発行（第 52～55 号 各 1,500 枚）し、市内の公共施設、伊吹山インフォメーションセンタ
ーに配置するとともに地元集落に全戸配布した。（別添チラシ参照） 

 （２）三合目植物観察会の実施 
 植物観察会を新型コロナウイルス感染症対策実施の上、5 月 23 日、6 月 27 日（同 10 名）に実施。
ネット内はほぼ例年通りの花が確認できたが、ネット外ではほぼニホンジカの忌避植物のみの確認
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に止まっている。（４月 18 日は雨天中止） 
 ①5 月 23 日 一般参加者 15 名 
  【観察できた花】 アマドコロ、アヤメ、イブキノエンドウ、ウスバサイシン、ウマノアシガタ、

エゾノタチツボスミレ、エゴノキ、エビネ、オドリコソウ、クルマムグラ、ゲンノショウコ、
コナスビ、スミレ、ニョイスミレ、ヒメハギ、フタリシズカ、ホタルカズラ、ヤマハタザオな
ど 18 種 

 ②6 月 27 日 一般参加者 10 名 
  【観察できた花】 アキノタムラソウ、イブキトラノオ、イブキノエンドウ、イブキフウロ、イ

ワガラミ、ウツボグサ、エゾフウロ、オオルリソウ、オカタツナミソウ、オカトラノオ、カナ
ビキソウ、カラマツソウ、キバナカワラマツバ、キバナノレンリソウ、クサフジ、クサボケ、
クモキリソウ、クララ、クルマバナ、コウゾリナ、コナスビ、ササユリ、スズサイコ、タカト
ウダイ、タツナミソウ、テリハノイバラ、ナワシロイチゴ、ニガナ、ノアザミ、ハシドイ、ヤ
マタツナミソウ、ヤマボウシ、ユウスゲなど 33 種 

（３）学校学習 
    6 月 24 日 伊吹小学校 4 年生伊吹山学習（伊吹山インフォメーションセンターで説明） 

 
４ 登山道の安全確保対策 
 （１）会員有志による伊吹山登山道の規制ロープの確認と補修 
     3 月 11 日、4 月 11 日、6 月 6 日に 5 合目から 9 合目に設置してある登山道の規制ロープ、鉄

杭の補修を実施。降雪、登山者の引っ張り、ニホンジカの引っ掛かり等による鉄杭の抜けや曲が
り、ロープの切断など損傷が目立った。特に獣害による斜面の裸地化と大雨による土砂流出によ
る石や岩の不安定化（多数の浮石）のため、登山道の落石のリスクが極めて高まっている。（別
添伊吹山花だより第 54 号令和 3 年 6 月号裏面参照） 

       
 
５ 今後の予定 
 （１）獣害防止ネットの定期点検、補修作業 

７～９月 毎週 1～２回実施。 10～11 月 ネット内ススキ全面刈取り 11 月ネット引き下げ 
 （２）「伊吹山花だより」の発行  8～9 月号発行予定 
 （３）三合目植物観察会   7 月 23 日 ユウスゲまつり 8 月 22 日、9 月 26 日観察会実施 

（４）学校学習   市内小中学校の環境学習支援 
（５）会員有志による伊吹山登山道の維持、安全確保対策  7 月以降、順次実施 
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